
こ
の
集
い
は
、
各
団
体
同

士
の
情
報
交
換
や
新
た
な
協

力
関
係
を
築
く
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
お
り
、
平
成
23

年
か
ら
適
宜
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

交
流
会
は
午
後
６
時
30
分

に
始
ま
り
、
主
催
者
挨
拶
に

続
い
て
井
原
市
協
働
推
進
課

の
藤
井
護
課
長
が
「
市
の
補

助
金
制
度
な
ど
を
有
効
に
使

っ
て
、
各
団
体
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

約
百
枚
の
ス
ラ
イ
ド
で
市

民
団
体
の
活
動
と
、
つ
ど
え

～
る
の
近
況
を
紹
介
後
、
昨

年
11
月
に
始
ま
っ
た
井
原
放

送
の
新
番
組
「
つ
ど
え
～
る

通
信
」
で
、
２
団
体
の
紹
介

ビ
デ
オ
を
視
聴
。
同
放
送
報

道
制
作
部
の
藤
原
康
浩
係
長

が
「
皆
様
の
活
動
を
３
分
半

程
度
に
編
集
し
て
地
域
へ
効

果
的
に
伝
え
た
い
」
と
説
明

を
加
え
、
番
組
づ
く
り
へ
の

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

後
半
の

ほ
の
ぼ
の
タ

イ
ム

で
は
、
各
テ
ー
ブ

ル
ご
と
に
自
己
紹
介
。

「
最
近
解
決
し
た
こ
と
」

「
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ

ア
」
「
つ
ど
え
～
る
へ
の

要
望
」
な
ど
に
つ
い
て
も

話
し
合
い
、
ラ
ス
ト
30
分

で
10
団
体
が
会
員
募
集
等

を
行
い
、
会
場
の
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

（
写
真
上
＝
笑
い
ヨ
ガ
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
）

つ
ど
え
～
る
登
録
団
体
を

紹
介
す
る
井
原
放
送
の
新
番

組
「
つ
ど
え
～
る
通
信
」
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

初
回
は
昨
年
11
月
24
日
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
さ
い
塾
が
登

場
。
①
野
菜
作
り
を
通
し
て

個
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
を

支
援
、
②
安
心
安
全
で
環
境

に
優
し
い
野
菜
の
栽
培
方
法

の
研
究
・
実
践
、
③
自
家
製

有
機
肥
料
で
持
続
可
能
な
家

庭
菜
園
を
目
指
し
、
活
動
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

12
月
29
日
に
は
、
昭
和
57

年
に
発
足
し
て
35
年
の
歴
史

を
持
つ
い
ば
ら
手
話
サ
ー
ク

ル
の
定
例
会
で
、
楽
し
く
学

習
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る

会
員
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ

ま
し
た
。

い
ば
ら
手
話
サ
ー
ク
ル

は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
式

典
や
イ
ベ
ン
ト
で
手
話
通
訳

を
行
っ
て
い
る
な
じ
み
深
い

団
体
。
27

年
度
よ
り
年
２

回
、
つ
ど
え
～
る
で
実
施
し

て
い
る
手
話
体
験
講
座
へ
も

協
力
す
る
な
ど
、
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
ま
す
。

１
月
26
日
に
は
、
笑
う
こ

と
で
健
康
的
な
身
体
づ
く
り

を
実
践
し
て
い
る
井
原
笑
い

ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
・
き
ら
き
ら
の

メ
ン
バ
ー
14
人
が
出
演
。
満

面
の
笑
顔
を
浮
か
べ
て
身
体

を
動
か
す
様
子
が
放
送
さ
れ

ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
出
部
公
民
館

や
つ
ど
え
～
る
、
は
っ
ぴ
い

ひ
ろ
ば
・
と
ま
と
さ
ん
家
な

ど
を
会
場
に
活
動
し
て
お
り

現
在
、
会
員
を
募
集
中
。

井
原
放
送
の
「
つ
ど
え
～

る
通
信
」
は
、
毎
月
第
４
ま

た
は
第
５
木
曜
日
の
ニ
ュ
ー

ス
レ
ポ
ー
ト
・
図
書
館
だ
よ

り
に
続
い
て
放
送
さ
れ
、
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
「
つ
ど
え
～
る

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

つ
ど
え
～
る
登
録
団
体
の

井
原
備
中
神
楽
保
存
会
・
小

中
学
生
伝
承
教
室
（
藤
井
和

海
代
表
）
が
２
月
26
日
、
い

ば
ら
サ
ン
サ
ン
交
流
館
で
28

年
度
発
表
会
を
開
き
ま
す
。

午
前
10
時
30
分
開
会
。
午

前
中
の
１
部
、
午
後
か
ら
の

２
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
特

設
舞
台
で
演
じ
ら
れ
る
可
愛

い
小
学
生
や
、
迫
力
あ
る
中

学
生
の
演
目
を
楽
し
め
る
こ

と
か
ら
、
人
気
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
も
定
着
。
毎
回
多
く

の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
入
場
無
料
。
軽
い
昼
食

サ
ー
ビ
ス
有
り
。
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団
体
紹
介
番
組
ス
タ
ー
ト

神

楽

伝

承
教

室

が

成

果

発

表

２
月
26
日
に
開
催

サ
ン
サ
ン
交
流
館

つどえ～る

新春交流会

２０１７つどえ～る新春交流会が１月２０日、井

原市市民活動センターに登録している２０団体の関

係者ら５０人が出席して開かれました（写真上）。

相
互
協
力
に
期
待

井原放送



「
一
生
懸
命
！
」
を
テ
ー

マ
に
募
集
し
た
２
０
１
６
つ

ど
え
～
る
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰
式
が
12
月
18
日
、
井

原
市
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、

３
賞
受
賞
者

へ
賞
状
と
副

賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

今
回
は
応

募
40
点
の
中

か
ら
、
井
原

市
民
体
育
祭

の
少
年
部
４

０
０
ｍ
リ
レ

ー
の
バ
ト
ン

パ
ス
を
巧
み

に
撮
影
し
た

原
田
裕
司
さ

ん

（

美

星

町
）
の
「
Ｙ

ち
ゃ
ん
お
ね

が
ー
い
！
」
が
金
賞
（
１

点
）
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
の

他
の
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
。
（
敬
称
略
）

銀
賞
＝
金
澤
洋
平
（
芳
井

町
）
大
山
敏
幸
（
井
原
町
）

銅
賞
＝
山
下
カ
ズ
シ
（
美
星

町
）
佐
藤
敏
弘
（
井
原
町
）

三
宅
三
枝
子
（
井
原
町
）

優
秀
賞
＝
笠
行
茂
正
（
木
之

子
町
）
藤
井
莞
二
（
井
原

町
）
藤
本
伸
二
（
西
江
原

町
）
渡
辺
公
恵
（
井
原
町
）

小
倉
康
定
（
井
原
町
）

施
設
環
境
が
整
っ
て
い
る

つ
ど
え
～
る
で
は
、
年
間
を

通
し
て
施
設
利
用
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

通
常
の
会
議
や
ミ
ニ
集

会
、
ま
ち
づ
く
り
や
一
般
教

養
・
健
康
・
趣
味
な
ど
の
講

座
開
催
に
は
最
適
。

営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ

と
が
条
件
で
、
原
則
と
し
て

公
益
的
事
業
推
進
以
外
の
目

的
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
つ
ど
え
～
る
事

務
局
へ
。
62
❘
９
０
９
０

正
月
し
め
飾
り
作
り
方
教

室
が
昨
年
12
月
25
日
、
つ
ど

え
～
る
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
約

50
人
。
講
師
の
惣
台
八
十
八

氏
（
西
江
原
町
）
＝
円
内
写

真
＝
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た

稲
わ
ら
を
使
い
、
左
右
対
称

の
よ
り
方
に
注
意
し
な
が
ら

約
２
時
間
で
し
め
飾
り
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

参
加
し
た
井
原
町
の
女
性

は
「
前
回
よ
り
少
し
上
達
し

ま
し
た
。
終
っ
て
か
ら
の
コ

ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
も
楽
し
か
っ

た
で
す
ね
」
と
、
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。
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家庭菜園で有機無農薬栽培を始め

てみたい方、自家製有機肥料で土づ

くりをして、安心・安全な野菜を育

てたい方、１年間のカリキュラムで

楽しく学びます。やさい作りの初心

者の方、大歓迎です！

期 間：２月～平成３０年１月

講座日：毎月第４土曜日

教材費：実費（５００円程度）

場 所：井原市ふれあいセンター

定 員：３０名（定員にて締切）

申込先：ＮＰＯ法人やさい塾

６２－８３１４（井上）

※つどえ～るに申込書あり

「見る・買う・想う・食べる」

＞特別ゲスト

・山岡ゆうこさん（井原町出身）

・ＮＰＯ法人ハートピー

なのはなファミリー

（勝央町を拠点とするグループ）

とき：３月３日 １０：３０～

会場：井原市芳井生涯学習センター

主催：井原市社会福祉協議会

６２－１４８４

※昼食カレー無料ふるまい

演題：「北条早雲と高越城」

講師：尾崎聡氏 岡山学院大学教授

とき：２月１９日開場１３：００

１３：３０～１４：５０予定

会場：荏原公民館 会議室

主催：荏原地区まちづくり協議会

※無料 ６２－８２６７

※駐車場は荏原小学校運動場

とき：毎週金曜日＆日曜日

10：00～15：00

※祝祭日は休館

場所：つどえ～る

運営：倉掛パソコンクラブ

メモ：コーヒー・紅茶

各１００円（菓子・お茶付）

つどえ～る登録33団体

■やさしい家庭菜園講座

備中西商工会青年部美星支部
（坂川 順一）

まちづくり岡山ネットワーク
（吉澤万千子）

さくらの家 （落合 清三）
欅の杜塾 （安木 正明）
鳥羽踊り保存会

（藤井 護）
プラント （吉原 正敏）
井原町まちづくりの会

（山岡 弘幸）
はっぴいひろばとまとさん家

（井上 咲子）
井原はばたき会

（中島 知子）
3.11 忘れないプロジェクト

（上田 勝義）
井原ＢＢＱ （細羽 宏子）
五 味 会 （宮本 幸枝）
ボランティアガイド井原

（北川 有紀）
井原備中神楽保存会・小中学
生伝承教室 （藤井 和海）
倉掛自治連合会

（片岡 宏文）
岩崎おもちゃ病院

（岩崎 勲）
ビビッド経ケ丸

（鳥越恵治郎）
井原市文化協会洋画部

（原田 晋作）
井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（高木 繁光）
たかやランニングクラブ

（高木 完二）
井原ライトクラブ

（山本千鶴子）
井原市グラウンドゴルフ協会
美星会 （川本 守）
猪清サロン スミレクラブ

（曽根 勝）
井原手話サークル

（橋本 房子）
サロンあすは（中島 知子）

あんしん （大郷 隆久）
北山ひまわり会

（片山 守）
井原にほんご教室

（三宅 康子）
やさい塾 （井上 輝彦）

めだかの集い（藤井 裕史）
井原笑いヨガ・きらきら

（畑地 泉）
倉掛パソコンクラブ

（佐藤 敏弘）
市民交流ネットワーク井原

（渡辺 研一）

【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・作業コーナー・パソコン

コーナー・展示コーナー・ミニ会議室

注）コピー印刷等は実費が必要です

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

注）倉庫の使用はご遠慮願います

注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00 １時間 200円

17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館

注）ご利用には事前の申し込みが必要

つどえ～るご利用メモ

ミ

ニ

情

報

（はＮＰＯ法人 氏名は代表者）

つ
ど
え
～
る
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

正月しめ飾り作り方教室

会
議
や
ミ
ニ
集
会

健
康
＆
趣
味
講
座

施
設
利
用
呼
び
掛
け

美星町

左から佐藤敏弘さん、山下カズシさん、金澤洋平さん、原田
裕司さん、大山敏幸さん、三宅三枝子さん

■つどえ～る赤羽根カフェ
■ボランティア交流会

■北条早雲歴史講演会


